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リユース・Booksのイベント 「とりかえっこ～本と本の交換会～」

１ 情報誌『ぶっくえんど』の発行 9月と3月の年2回発行

２ 市民センターを拠点とした地区活動 8カ所の市民センターで月1回程度定期的に開催

３ 風のはこんだおはなし会（地区編） 6カ所の市民センターで7月に開催（7/13～7/28）

４ 風のはこんだおはなし会（学校編） 市内の小学校12校で開催（8/9～11/13）

５ リユース・Books アウガ6階 月～金 10:30～13:00開設

「とりかえっこ～本と本の交換会～」を実施（10/24～10/26）⇒詳しくは裏面へ！

６ おはなし・読み聞かせ講習会

第1回:6/13、6/20、6/27 第2回:11/15、11/22、11/29

７ 東青地区読書団体研修会 10/12に油川市民センターで開催

８ 「学校と地域（家庭）と公共図書館を結ぶ」読書懇話会

R7.2/12に青森市民図書館6階で開催 ⇒詳しくは裏面へ！

今年度をかえりみて～『“子ども読書”推進中』～

<令和６年度の活動>

子どもを真ん中に位置付けて、学校と図書館と活動者が子どもの読書推進を話し合う

令和6年度「学校と地域（家庭）と公共図書館を結ぶ 読書懇話会」が開かれました。

子どもの読書離れに限らず、環境的には本とは、読書とは、定義の変容がもたらす

活動に今後どのように向き合っていけば良いのかが問われています。

青森市の取り組みは、「保護者やボランティア、外部講師等との連携」、令和5年度

では、小学校が93％、中学校は68％でした。但し活動者の報告から、年々ボランティア

数が減少しているとの指摘もありました。深刻です。様々な問題について対応策を意見

交換しました。

「子どもの読書活動の推進に関する法律」に伴う基本計画からは、子どもにとって

読書とは「生きる力」に欠かせないものだから、あまねく大人の責任で子どもの読書を

推進する、と解釈できます。

デジタル社会において、読書の概念が混在していることを考慮すると、不読データの

増減も紙媒体とは限らず悩みます。本とは紙を綴じたものにあらず、デジタル教科書が

実現される見通しです。

これからの読書活動も必然的に、多様化が求められているのではないでしょうか。

関係機関が共通課題を見出して、望ましい方向を探っていきたいものです。

但し、「本」の字源は草木の根 『もと"根本"基本』です。合わせ持つ大切さを見失う

まいと思います。

青森市読書団体連絡会 会長 西村 惠美子



とりかえっこ券
配布枚数

286枚

230枚

207枚

723枚

寄贈冊数

480冊

361冊

278冊

1,119冊

寄贈者数

63名

56名

44名

163名

＊青森市読書団体連絡会
の活動については、青森
市民図書館ホームページ
関連サイトリンクにも掲載
しています。

来場者数

77名

56名

73名

206名

日付

10/24（木）

10/25（金）

10/26（土）

合計

リユース・Booksのイベント 「とりかえっこ～本と本の交換会～」

2024.10.24（木）～10.26（土） リユース・Booksにて

（事務局：青森市民図書館内）

〒030－0801 青森市新町一丁目3番7号

TEL：017－776－2455

https://www.library.city.aomori.aomori.jp/reading_group/index/index.html

青森市読書団体連絡会

「ぶっくえんど」「リユース・Books」に

関するお問合せはこちらまで

R7.2/12に青森市民図書館6階で開催 ⇒詳しくは裏面へ！

10月の前半2週間が市民図書館の休館日だったこともあり、いつも以上の盛況ぶりでした。

混雑時には入室人数を制限しておりますので、部屋の前に列ができる状況であったことや、

「広報あおもり」等でお知らせしていたように、リユース・Booksでは10年以上前に出版

された実用書の寄贈はお断りしていることなどについてご理解いただきまして、無事に

開催することができました。ご来場いただいた皆様ありがとうございました！

！今年度配付したピンク色の「とりかえっこ券」をお持ちの方へ！

2025年9月30日まで使用できますので、是非ご利用ください。

今年度の内訳👇

来年度も、年に一度ですがこのイベントを予定しております。どうぞ、その時をお待ちください🎵

「学校と地域（家庭）と公共図書館を結ぶ」読書懇話会

2025.2.12（水） 青森市民図書館6階にて

青森市民図書館、青森市読書団体連絡会、青森市教育委員会指導課、市内小学校教諭、学校図書ボランティア、

地域学校協働活動推進員を対象とし、年に１度開催して情報交換等を行っています。出席者は合計33名で、

前年度より多くの方が参加されました。それぞれの立場から活発な発言が行われ、色々な意見や質問も出ました。

児童の読書活動推進とその環境づくりのために、

以下の報告がありました。

①地区での読み聞かせ活動について（青森市読書団体連絡会）

②風のはこんだおはなし会について（ 〃 ）

③各校の取り組み状況について（指導課）

④今年度の活動について（市民図書館）

グループワーキングでは4グループに分かれ、以下の２つの案件に沿って意見交換等を行いました。

①子どもの読書活動の推進における課題とその対応について

②令和7年度「風のはこんだおはなし会（学校編）」のテーマについて

⇒万博に関連して「日本の夢」「宇宙」「隕石」「芸術」「技術」など、その他は「思いやり」「防災」「優しさ」

「言葉づかい」「世界」「努力」「根気」「将来の夢」などの案が挙げられました‼


